
下部尿路症状に用いる質問票・QOL 評価（第 2弾） 
～下部尿路症状質問票を使用した事例紹介～ 

 

 

NPO快適な排尿をめざす全国ネットの会理事 

平成リハビリテーション専門学校 認定作業療法士 細川 雄平 

皆さん，こんにちは！！ 平成リハビリテーション専門学校の細川雄平と申します． 

第 1弾では，下部尿路症状質に用いる質問票・QOL評価を紹介させていただきました．今回は，下部尿

路症状質問票を使用した事例を紹介したいと思います． 

＜事例紹介＞ 

78 歳女性．疾患名：多発性脳梗塞（右片麻痺） 

現病歴：自宅で転倒し，胸腰椎圧迫骨折（Th12 ，L4.5）の診断で入院される．入院後右下肢筋力低下を認

め，頭部 MRI 施行したところ両側大脳・小脳半球に多発性脳梗塞を認めた．既往歴に COPD を認め，

SPO2低下を認めた．酸素療法下でリハビリ継続のために転入院される． 

入院中の経過：麻痺は軽度であったが，腰背部の運動時痛を認め，体幹コルセットを装着． 

運動耐容能が低く酸素療法 1L が指示され，排泄動作時のふらつきや尿失禁を認めた． 

本人の Demands：特になし．家族の Needs：独居が可能なようにしてほしい．家族構成：娘（住居は別） 

＜環境調整や動作指導等を含めた排泄リハビリテーション＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜トイレ動作と排尿アセスメント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜考察・まとめ＞ 
1．排泄動作とともに排尿自制や排尿管理の確立により自宅復帰となった． 
2．体幹機能が下衣操作に与える影響 1）や下衣操作の所要時間は約 10 秒が目安になっている 2）ことからも，機能訓練

と並行して環境調整や動作指導，尿取りパッドの管理を行ったことも有用であったと考えた． 
3．尿失禁との関連性は認知的訓練よりも身体的訓練のほうが高い他，骨盤底筋群の遅筋線維の割合が全体の 70％以上

を占めており，風船を両膝に挟んだ運動は筋連結する骨盤底筋の持続的な活動に繋がり，尿禁制につながったと考

える 3） 
4．両膝に風船を挟むことで対称的な股関節運動 4）や運動連鎖における股関節屈曲が補助され 5） ，FIM 利得にも効果

が得られた可能性が考えられた． 
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